
第６回へいわ教育カフェ

＜講座趣旨＞

戦後80年を迎え、国際的な緊張や武力紛争が続き、国内外の平和状況
が変化する中で、これまでの平和教育から何を学び、今後どう進めるべき
かが改めて問われています。戦争体験者の不在化が進み、戦争体験を対
面的に直接的に継承することが難しくなり、さらに情報化社会の影響も考
えなくてはなりません。戦後の広島や日本の平和教育の歩みを共有しつつ、
国際的な視点を取り入れて、平和教育の体系化を見据えた対話を行いま
す。

日時：2026年2月7日（土）14:00〜16:00
（イベント終了後会場を17時まで借りております。参加者同士の交流にお使いください。）

場所：広島大学 東千田キャンパス
東千田総合校舎A棟A501（多目的室）  

方法：対面・Teamsによるオンライン同時開催

＜事前登録＞
参加をご希望の方は、下記URLより事前登録をお願い
いたします。
 https://forms.gle/CAvsmNTBBV8AhsZn6 
主催  JST 次世代研究者挑戦的研究プログラム 亀井恭祐
 共催 広島大学比較日本文化学プロジェクト研究センター
連絡先 広島大学大学院 人間社会科学研究科 亀井
アドレス  kamekamedurms1009@gmail.com

話題提供 村上登司文（京都教育大学・名誉教授）
「戦後80年目の平和教育：広島そして日本から」

「戦後80年目の平和教育：広島そして日本から」

14:00-14:15 本講座趣旨・自己紹介
14:15-15:00 村上氏による話題提供（45分）
15:00-15:10 休憩
15:10-15:55 参加者同士の交流・質疑応答
15:55- クロージング

◆村上登司文（むらかみ・としふみ）さん
京都教育大学・名誉教授。広島大学大学院教育学研究科博士課程修了。博士（教
育学）。専門は教育社会学、平和教育学。主著に『戦後日本の平和教育の社会学的
研究』（学術出版、２００９年）、『平和教育研究――理論構築と実証分析のための学
術的アプローチ』（明石書店、2025年）など。


